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（１） 当期の事業の経過及びその成果 

当期における経済情勢は、前半は国内景気が緩やかな回復基調にあった上に、中国を中心とし

たアジア経済が好調でしたが、後半は未曾有の原油価格高騰に伴う諸原料・燃料価格等の上昇、サ

ブプライムローン問題に端を発した米国景気の減速、急速な円高・株安に伴う企業業績の悪化懸念

等が表面化し、極めて先行きに不透明感が増しました。 

このような困難な事業環境ではありましたが、当社は２年目を迎える中期経営計画「GS-21」で

掲げた重要課題に果敢に取り組み、販売量の拡大、価格改定、経費削減を実施、売上高、利益とも

過去最高となりました。 

・ 売上高は１，２５９億７千５百万円、前期比＋６４億４千９百万円、＋５．４％の増収。売上

高構成比では、繊維比率４３．８％、樹脂・化学品・化成品比率５６．２％となり、樹脂・化

学品・化成品比率が前期比４．８ポイント増加しました。 

・ 営業利益は２９億３千２百万円（前期比＋２億９千６百万円、＋１１．２％増）、経常利益は    

２９億８百万円(前期比＋３億９百万円、＋１１．９％増)となりました。 

・ 特別損益の計上はなく、当期純利益は１７億７千５百万円となりました。 

・ 財務体質は、株主資本比率２６．４％（前期比＋３．５％）、負債純資産倍率（ＤＥＲ）０．２

倍（前期ＤＥＲは０．３倍）、ＲＯＡ６．３％（前期５．８％）に向上しました。 

 

          

  以下「  」の中の名称は(株)クラレの商標です。 

（２） 営業の概況 

＜繊維事業＞ （減収、微増益） 

  売上高は５５２億円。前期比▲２９億円（▲５．０％） 

 

(衣料分野) 

原糸コスト、テキスタイル・二次製品コストのアップに対応し、価格改定、商品構成の見直し

【業績】
（金額：百万円）

当期（07/4～08/3） 前期（06/4～07/3） 前期比

金額 利益率 金額 利益率 増減額 増減率

売上高 125,975 119,526 +6,449 +5.4%

営業利益 2,932 2.3% 2,636 2.2% +296 +11.2%

経常利益 2,908 2.3% 2,598 2.2% +309 +11.9%

当期純利益 1,775 1.4% 1,233 1.0% +542 +44.0%



を行う一方、不採算取引、非効率取引の縮小、総経費の圧縮に取組み、減収とはなりましたが微

増益となりました。 

用途別には、ユニフォームは、前半堅調でしたが後半需要が低調となり、二次製品のコストア

ップもあり苦戦しました。スポーツ分野は概ね順調に推移し、二次製品化も進みました。婦人分

野は、市況悪の中減収となりましたが、高感性素材については健闘しました。また、ブラックフ

ォーマルは堅調、中東向け輸出も伸長しました。 

 (資材分野) 

・ 「クラベラ」を中心としたメディカル関連、自動車関連資材、ワイピング等が順調に拡大し、

カーテン、寝装分野の不調をカバー、増収となりました。 

・ 「クラリーノ」は学童物が好調に推移しましたが、靴およびその他用途が低調でした。 

・ 産業資材では、自動車関連ゴム資材用及び電池セパレーター用ビニロンや水溶性「クラロン

Ｋ－Ⅱ」、スーパー繊維「ベクトラン」等が順調に拡大しました。 

以上の結果、資材分野は、増収、利益横ばいとなりました。 

 

 

   ＜樹脂・化学品・化成品事業＞（増収、増益） 

売上高は７０８億円。前期比＋９４億円(＋１５．３％) 

 

・ 耐熱性ポリアミド樹脂「ジェネスタ」は電子材料用途を中心に伸長しました。 

・ メタアクリルは、モノマー、ペレット輸出が好調に推移しました。アクリルシートは、液晶

テレビ枠用途が好調に推移、汎用シートの不調をカバーしました。 

・ 化学品関連は、洗浄剤、溶剤分野が順調に伸長しました。 

・ イソプレン関連は、熱可塑性ポリウレタン「クラミロン」や熱可塑性エラストマー「セプト

ン」等の販売が好調で増収となりました。 

・ ポバール関連は、樹脂が繊維分野で市場縮小となりましたが、ポバールフィルムが堅調に推

移し増収となりました。 

・ 「エバール」フィルムは、食品包装用途での伸び悩みと、壁紙用途が改正建築基準法による

着工数の減少があり、減収となりました。 

・ 環境関連は、工業膜、活性炭（水処理、空調）が好調を持続し増収となりました。 

・ マイカが、外壁材の耐火性能アップを図る建材メーカーからの需要増に伴い販売量を伸ばし

ました。 

 

 

（３） 2009 年（平成 21年）３月期の業績予想（平成 20年 4月 1日～平成 21年 3月 31日） 

 

以 上 

 

（億円）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

通  期 1,260 29 29 17


